






私たちの目標は，ネットワークを任せて
もらうことよりも，次世代のネットワーク
を皆様とともにつくっていくことです．な
ぜなら，アジアのデータセンタ需要の高ま
りにおいて，私たちNTTではなく，日本
が選ばれることが重要だからです．そのた
めに，多くの企業と協力してデータセンタ
構築に向けた，最適なネットワーク構築を
めざしています（図 5）．線路敷設基盤の
利用を希望される他事業者様には，コンサ
ルすることも始めております．
私たちは，先駆的にローカル5G（第 5

世代移動通信システム）を始めたこともあ
り，No.1シェアでスタートさせていただき
ました．しかし，無線分野においても当然
ながら私たちだけではできません．
現在，共創プロジェクトという取り組み

を始めています．これは，基地局，デバイ
ス，ソフトウェアなどの企業と業界全体で
連携を強化する取り組みです．特に海外で
は使用する電波の周波数が異なるため，こ
の連携が重要だと考えています．
私たちにできることは，インフラ投資と

ともに，技術者の育成を先行して行うこと

です．グループ会社の助けを借りながら，
多くの企業と連携していける技術者を育成
し，さまざまな取り組みを進めています．

社会とともに社会インフラ課題へ
取り組む

私たちはNTTアノードエナジー，NTT
インフラネット，NTTファシリティーズな
どのグループ会社と新しい領域の取り組み
を進めています．取り組みの中で分かった
ことは，「社会とともに取り組む」という
ことです．
NTTアグリテクノロジーの事例は，ま

さにその典型です．これまで私たちは農業
ハウスの施工を担当しましたが，メンバー
の中には回線のメンテナンスマスターとし
て10年間表彰を受け続けたメンバーがいま
した．彼は周囲を牽引し，あっという間に
リーダーになりました．業務は異なります
が，本質的なノウハウや素養は活かされる
のだと感じました．また，私たちが業務に
入り込み，内製でつくり上げたデジタル
ファーマーシステムをNTTアグリテクノ
ロジーへ提供しています．このシステムは
期待されるソフトウェアのトップ10に選ば
れました．遠隔栽培の支援や生産指導，農
業用ロボティクスの実現も同様です．私た
ちが農家の皆様の中に入り，AIでいうファ

インターネット

モバイル

統合マネージド
（ポータル・SM）

ギャランティギャランティ
アクセス

II
XX

PaaSPaaS SaaSPaaSアプリ

次期光伝送基盤
（APN）

NGN

ト
ー
タ
ル
で
の
サ
ー
ビ
ス
提
供

コネクティコネクティ
ビティ
コネクティコネクティ
ビティビティDC
コネクティ

データセンタ（データセンタ（DC)

REIWAエッジ

REIWA
アプリ

顧客
データDBaaS

マネジド
-PF

IoT
-PF

アプリ

クラウド

インターワークインターワーク
（マルチアクセス・接続）

他社他社
アクセス

図4 REIWAプロジェクト
図 4　REIWAプロジェクトナーをめざして

海底ファイバ陸揚げ局との接続点を
設け世界との接続性を向上

さまざまな事業者様と協業し
新たな価値を創造

協業事業者様との
技術者勉強会

IOWN

コネクティビティDC
（首都圏）

DC in DC

EUROPE

USA

AUSTRALIA

SINGAPORE

CHINA

SOUTH KOREA

RUSSIA

接続予定の
データセンタ事業者様

順次拡大
（予定）

接続検討中のIX事業者様

IRELAND

NORWAY

図 5　データセンタ構築に向けたネットワーク

つくばフォーラム2024に見るアクセスネットワークの研究開発特 集

2024.818



インチューニングを行うからこそ，農家の
皆様から注目されるNo.1企業に選んでい
ただけたと考えています（図 6）．　
防災分野の取り組みは，非常に力を入れ
ています．能登地震のような経験から，社
会貢献を目標に取り組みを行っています．
現在，東京大学の先生方のご協力を得なが
ら，各自治体の災害対策のアセスメントを
行っており，このアセスメントにより，避
難所の運営や備蓄管理などに課題があるこ
とが分かりました．特に，避難所開設の判
断は難しい課題です．2022年に発生した山
形県の置賜地域の豪雨の事例では，避難所
が開設されたのは大雨が降り始めてから 5
時間後であり，開設が遅いのではないかと
指摘されました．
私たちはウェザーニューズ様と連携し，

地域のオペレーションセンタを組織して情
報提供する取り組みを始めました．また，
避難所の電子錠や河川監視でもソフトウェ
ア会社様と協力して取り組みを進めていま
す．私たちはさまざまな仲間をつくり，共
に成長してきた企業です．この取り組みを
他の地域へも展開し，さらなる貢献をめざ
していきたいと考えています．
再生エネルギー分野の取り組みについて

は，難しい取り組みではありますが，多く
の要望をいただいています．現在，東京電
力様との提携したTNクロスとPPA（Power 
Purchase Agreement）モデル＊の導入を
行っていますが，これだけでは本当の貢献

にはなりません．そのため，風力を含むさ
まざまな発電方法の相談や，米沢エリアで
地域電力会社様と小売り事業のコンサル
ティングについても取り組みを開始してい
ます．
こうした取り組みを積み重ねることで，
初めてお客さまに信頼していただける存在
となり，私たちがめざすことを共に広げる
ことができると考えています．

新たな価値創造に向けて

映像の分野では，最初は 2人で社内の安
全教育や技術ノウハウを映像にすることか
ら始めました．その後，数100人規模のチー
ムとなり，文化財の保護やe-Sportsの映
像配信など，社会課題に取り組むようにな
りました．最近は太陽光の電源ケーブルが
盗まれるという社会課題に対し，映像を分
析するAIの開発にも取り組んでいます．
ドローンやソフトウェアの分野も同様です．
社内でドローンパイロットを募ったところ，
約500人が農薬散布やドローンスクールの
講師などにチャレンジしています．ソフト
ウェアの分野においては，ベトナムに
NTTe-MOIという会社を立ち上げました．
ゼロからのスタートですが，社会実装に向
けて，約150人の全員が覚悟を持ってスター
トしてくれています．

「これからのつなぐ」を創る

このように，私たちは自ら変革を遂げ，
世の中とともに育て，社会に実装していく

ことをめざしています．こういった取り組
み こ そ が，NTT 東 日 本 が「SOCIAL 
 INNOVATIONパートナー」として選んで
いただくうえで，必要なことだと考えます．
私たちが創り出す「これからのつなぐ」は，
新しいものだけではありません．私たちが
提供するメタルの回線は，年々減少してお
り，メーカ様や工事会社様をはじめとした
さまざまなステークホルダーの皆様のご協
力がなければ維持することができません．
「これからのつなぐ」は，新しいものにつ
なげるための変化を，そういったステーク
ホルダーの皆様とともに，違和感なく行っ
ていく方法や，皆様と新しい関係を築いて
いくことも含まれています（図 7）．今後
もNTT東日本をよろしくお願いします．

星野  理彰

私たちの会社は，多くの皆様によって支えられてい
ます．共に成長し，共に次の時代に活躍する会社へ
とつなげていきたいと考えており，新たな絆を築い
ていけるよう，私たちは挑戦を続けていきます．

◆問い合わせ先
NTT東日本
ネットワーク事業推進本部
 設備企画部　設備計画部門
TEL　03-5359-7484
E-mail　setsuki-bp-cm-gm east.ntt.co.jp

＊  PPAモデル：公共施設などに太陽光発電設備
を導入し，売電側と買電側が売電契約を直接締
結するモデル．
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